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研究の目的
近年，キク産地では，原油高騰に伴う暖房費，電気代等の増加による生産コストの上昇

が問題となっています。そこで，キク類について，省力・低コスト生産可能な新品種を検

索するとともに，新電照用光源や植物成長調整剤等を利用した低コスト生産技術を開発し

ます。

研究成果
現在，以下のことに取り組んでいます。

①新品種の検索

輪ギクでは，無側枝性，低温開花性等，省力・低コスト可能と考えられる新品種あるい

は系統について，露地栽培においてはエテホン（開花抑制剤）反応特性を，施設栽培にお

いては電照や温度反応特性を調べ，適品種を選抜します。さらに，寒冷地に有利な作型開

発を行います。

スプレーギクでは，当県で育成した「オータムプリンセス」と「ロゼページェント」に

ついて，温度反応，栄養生長期間と切り花品質の関係等詳細な特性を調べています。

②低コスト生産技術の確立

輪ギクとスプレーギクに，新電照用光源の電球形蛍光ランプやＬＥＤを照射し，暗期

中断時間別に開花制御可能な光量の下限値を推定し，効率的照射方法を明らかにします。

さらに，ジベレリン等植物成長調節剤を用いた効果的な使用法を検討しています。

露地栽培におけるエテホン反応 夏秋ギク型新品種

「金の香」

普及等の見込
全国に先がけてキク新品種の栽培や販売が可能となることに加え，暖地では生産が難し

い時期に高品質生産が可能となり，有利販売ができます。また，低コスト生産技術は，大

規模施設生産者への普及が見込めます。
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